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知っておきたい季節の花⑨[アキチョウジ] 学名 Isodon Longitubus(Miq.) Iくudo(シソ科)

大洲地方では山地や里山周辺に普通にある多年草です。比較的大形の草で高さが60"，gOcmにもなります。秋

のころ、茎の先や葉の脇から円錐形の花の穂、を出して、長い柄のある青紫色の花を付けます。花は長さ1.7"'2
古ょうじ

cmの筒形。軟に丁子形の花を聞くことから秋丁子となったものです。花の名前には、このように形が似ている

こと力、ら付けられたものがたくさんありますが、この名前にはかなり無理があるように思われます。

今月号 のみどころ

09月定例市議会...・ H ・.....・ H ・..…… P2 

0指定袋によるごみの

6種分別が始まります...・H ・...・H ・.p3 

0ご存じですか/老人保健制度...・H ・..p4 

010月は土地月間です…...・H ・.....・H ・..p5 

0第 4回大洲ジュニア

トライアスロン大会...・ H ・ " P6 ~P 7

(写真・解説大洲市立博物館)

今月の納税は I r 
市民の動き

平成10年8月31日現在

市県民税 3期
人口 39，380人 ( +50) 

男 18，774人 ( +29) 

国民健康保険税3期 女 20，606人 ( +21) 

世帯数 14，241世帯 (+ 9) 

納期は11月 2日です J I面積 240.99時ロメートル



広報ああず '98 10月号

l9月定例市議会|

大洲市廃棄物の減量及び

適正処理に関する条例を制定
8月19日力、ら31日までの13日間の会期9月定例市議会は、

で開催されましたO 今議会では、予算関係 3件、条例関係3件、

提
案
理
由
の
説
明

その他 1件ガ提出され、審議されました。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
行
政
機
構

を
簡
素
・
効
率
化
す
る
た
め
の
中
央

省
庁
改
革
基
本
法
が
成
立
し
、
行
政

改
革
は
新
た
な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
固
と
自
治
体
が
対
等
で
新
し

い
協
力
関
係
が
得
ら
れ
る
地
方
分
権

推
進
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
来
年

の
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
た
後
、
新

し
い
地
方
分
権
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
革

へ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
中
、
地
方
自

治
体
の
責
任
と
役
割
は
一
層
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
自

ら
が
、
自
主
性
・
独
自
性
を
発
揮
し
、

新
た
な
役
割
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い

行
政
体
制
の
整
備
・
確
立
な
ど
地
方

分
権
や
多
極
分
散
型
社
会
へ
の
受
け

皿
と
な
る
た
め
の
主
体
的
努
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
当

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
行
財
政
改
革

を
継
続
し
て
進
め
る
一
方
、
地
方
拠

点
都
市
地
域
「
大
洲
拠
点
地
区
」
へ

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

歴
史
的
町
並
み
の
保
存
修
復
と
市
街

地
の
整
備
改
善
に
よ
る
既
存
商
庖
街

の
活
性
化
を
図
る
な
ど
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
参
画
を
得
な

が
ら
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
今
後
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
五
億
五
百
七
十
三
万
円

特
別
会
計
千
三
百
九
十
四
万
六
千

円

合

計

五

億

千

九

百

六

十

七

万

六
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

三
百
五
億
八
千
四
百
四
十
五
万
円
、

昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

0
・九

%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

A
一品

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
六
十

一
億
三
千
百
八
十
九

万
三
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比

較
す
る
と
一
億
四
千
二
百
四
十
一
万

七
千
円

(
0
・
九
%
の
減
)
と
な
り
ま

し
た
。

【
総
務
費
】

V
大
洲
市
行
政
改
革
大

綱
見
直
し
業
務
費
に
二
百
三
十
万
V

第
四
次
大
洲
市
総
合
計
画
〔
後
期
基

本
計
画
〕
策
定
業
務
費
に
三
十
万
五

千
円
V
ふ
る
さ
と
「
お
お
ず
」
う
る

お
い
の
里
づ
く
り
事
業
補
助
金
と
し

て
百
五
十
万
円
V
地
方
拠
点
都
市
基

盤
整
備
事
業
費
追
加
と
し
て
百
六
十

七
万
円
V
大
洲
農
業
高
等
学
校
農
業

教
育
振
興
協
議
会
補
助
金
と
し
て
百

六
万
円

【
民
生
費
】

V
旧
大
洲
病
院
跡
地
利

用
計
画
に
伴
う
測
量
設
計
業
務
費
に

三
百
五
十
万
円
V
大
洲
喜
多
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
負
担
金
と

し
て
八
千
二
万
三
千
円
V
介
護
保
険

自愛

計

事
業
費
追
加
と
し
て
四
百
三
十
五
万

三
千
円
V
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
清
和
国
」

施
設
改
修
費
に
七
十

一
万
九
千
円

【
衛
生
費
】

V
ご
み
減
量
等
推
進
経

費
に
三
千
百
二
十
七
万
九
千
円
V
大

洲
市
不
燃
物
埋
立
地
整
備
費
に
千
万

円【
農
林
水
産
業
費
】

V
水
田
麦
・
大

豆
等
生
産
性
向
上
対
策
事
業
費
に
三

十

一
万
四
千
円
V
農
林
道
維
持
管
理

に
伴
う
原
材
料
費
追
加
と
し
て
六
十

万
円
V
愛
媛
地
域
総
合
研
究
所
研
究

費
負
担
金
と
し
て
三
十
万
円
V
森
林

組
合
合
併
推
進
事
業
費
補
助
金
と
し

て
百
六
万
円

【
商
工
費
】

V
お
は
な
は
ん
通
り
及

び
周
辺
地
区
建
物
調
査
経
費
に
六
百

二
十
八
万
二
千
円
V
大
洲
城
天
守
閣

復
元
事
業
基
本
設
計
業
務
費
に
千
五

百
五
十
万
円
V
臥
龍
淵
景
観
保
全
対

策
調
査
業
務
費
に
二
十
一
万
円

【
土
木
費
】

V
地
方
特
定
道
路
改
良

事
業
費
(
田
口
徳
森
線
)
追
加
と
し

て
二
千
万
円
V
辺
地
対
策
事
業
道
路

改
良
工
事
費
五
千
万
円
V
地
域
振
興

事
業
新
規
分
道
路
改
良
測
量
設
計
費

に
七
百
万
円
V
市
単
独
道
路
改
良
事

業
費
に
四
千
二
十
二
万
五
千
円
V
市

単
が
け
く
ず
れ
防
災
対
策
事
業
補
助

金
追
加
と
し
て
百
万
円
V
建
設
工
事

負
担
金
追
加
と
し
て
一
億
千
六
百
十

万
円
V
交
通
量
推
計
業
務
費
に
百
六

十
二
万
八
千
円
V
臥
龍
淵
洪
水
時
清

掃
作
業
経
費
に
百
万
円
V
市
営
住
宅

施
設
改
修
等
工
事
費
に
二
千
八
百
三

十
万
円

2 

【
消
防
費
】
耐
震
防
火
水
槽
整
備
事

業
費
(
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
)
千

五
百
六
十
六
万
六
千
円
V
水
防
資
機

材
用
簡
易
倉
庫
設
置
費
に
三
十
五
万

七
千
円

【
教
育
費
】

V
少
年
自
然
の
家
整
備

基
本
構
想
策
定
経
費
に
六
十
万
円
V

心
の
教
室
相
談
員
活
用
調
査
研
究
事

業
費
に
二
百
十
万
円
V
心
の
教
室
健

康
相
談
活
動
調
査
研
究
事
業
費
に
五

十
万
七
千
円
V
小
学
校
教
育
教
材
備

品
購
入
費
に
百
万
円
V
中
学
校
教
育

教
材
備
品
購
入
費
に
二
百
万
円
V
第

二
回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ヨ

大
洲
開
催
事
業
負
担
金
と
し
て
五
十

万
円
V
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ

ン
教
室
開
講
経
費
追
加
と
し
て
七
十

一
万
円
V
市
指
定
有
形
文
化
財
改
修

補
助
金
と
し
て
百
万
円
V
博
物
館
空

調
設
備
整
備
費
に
六
百
二
十
万
円
V

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
整
備
費
に

二
百
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

V
現
年
単
独
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
七
百
十
七

万
円

条

係

V
大
洲
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
に
関
す
る
条
例
V
大
洲
市
職
員

定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

i9~ 

関

算 V
の平
認成
定九
に年
つ度
い大
て洲

市
人¥

i工二

業

主他
決

そ

の
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6指
種~
分袋
型に
tiよ

芸空
り、二
まみ
すの
保険環境課

生活衛生係

宮24-2111
(内線162・166)

ご
み
の
6
種
分
別
と
指
定
袋
制
の

試
行
期
間

〈
平
成
十
年
十
月

一
日
か

ら
平
成
十

一
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
〉
が
始
ま
り
ま
す
。

ご
み
は
6
種

(も
や
す
ご
み
、
も

や
さ
な
い
ご
み
、
缶
・
ピ
ン
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
容
器、

古
紙
・
古
布
・
紙
パ

ッ
ク
、
廃
乾
電

池
)
に
正
し
く
分
け
て
、
あ
な
た
の

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
環
境
汚
染
に
つ
な
が

る
野
焼
き
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
以

外
へ
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

事
前
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
指
定
袋
を
使
い
切
っ
た
と
き
は、

左
記
の
指
定
ご
み
袋
販
売
店
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。
指
定
袋

一
枚
当

た
り
の
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
も
や
す
ご
み
袋

大

四

十

円

中

三
十
円

小

二

十
円

O
も
や
さ
な
い
ご
み
袋

大

四

十

円

中

三
十
円

各
販
売
庖
で
は
、
十
枚
単
位
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

毒
劇
物
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
へ

毒
劇
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
は
、

非
常
に
危
険
な
も
の
が
多
く
、
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
必
要
量
だ
け
購
入
す
る

。
必
ず
堅
固
な
保
管
庫
(
キ
ャ
ピ

ネ
ッ
ト
等
)
を
備
え
付
け
る

。
保
管
庫
は
、
子
供
な
ど
他
の
人

が
触
れ
な
い
安
全
な
場
所
に
置

ノ
〈
、

。
必
ず
保
管
庫
に
は
施
錠
す
る

。
必
ず
残
量
を
確
か
め
、
使
用
後

の
空
き
瓶
は
自
宅
に
持
ち
帰
る

。
盗
難
に
あ
っ
た
り
、
紛
失
し
た
と

き
は
、

警
察
署
に
届
け
出
る

O
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
食
品
の
保

管

・
管
理
に
は
十
分
注
意
す
る

地区名 販 売 庖 名

岩田商庖/Aコープ=の丸庖/大洲ギフト/スー

肱 南
)¥ーしまだや/二宮商庖/保積青果食料品庖/
宮原金物庖/もりおか=の丸庖/リ力一シヨツ
ブなおもと

久米 JA大洲久米庖/ド、フツグササオ力西大別|居

新商庖/大田薬品/おおなる酒庖/尾花文具庖

肱北
/山栄堂/首藤食料品庖/高月弥文具庖/二宮
商庖/フジヴラン大)~I/毛利商庖/もりおか卜
キワ町庖/矢野金物庖/リトルマーメイド

石間商庖/祖母井種苗庖/Aコープおおす/大洲囚
国電業/太田米穀庖/岡西商庖/木村チェーン大
洲庖/慶雲寺マーケット/サン・テ、ユオ大洲居/志

宣巨~ $ 賀商庖/しらい商庖/武田商居/デイツク大洲庖
/ドラッグササオ力東大沸|庖/百笑ふあ一む/マjレ
マストアー/=瀬商庖/もりおか五郎庖/有限会
社二宮商居/若宮センター/ワインハウス志賀

平
内田商庖/ナイトショッフいしづち徳森居/マ
ツ夕食品/惰)自然還元サービス

平野 Aコープ明日香庖/Aコープ平野庖/リビンクカタヤマ

南久米 JA大洲南久米庖/もりおか北只庖

菅田 Aコープ菅田庖

大川 Aコ ブ大川庖/JA大洲蔵川庖

柳沢 JA大洲柳沢庖/JA大洲田処庖/山崎商庖

新谷
井上園芸庖/河野青果庖/スーパー森永/曽根
酒庖/滝田商庖/新谷センター/松岡商庖

三善 JA大洲=善庖/有限会社大喜産業

八多喜
JA大)9'111粟津庖/シヨツピンク、センターたけだ

/谷本マート/=好屋

上須戒 JA大洲上須戒庖/宮尾商庖

大洲市指定ごみ袋販売庖

十
月
は

※平成10年9月 1日現在

愛
媛
県
で
は
、

毎
年
十
月
を
「
犬

の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間
」

と
し

て
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方
の
啓
発
を

実
施
し
、
犬
に
よ
る
危
害
の
発
生
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬
は
必
す
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

O
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加
え

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

O
運
動
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
放
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

o
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増

や
す
も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を

加
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
も

ち
、
終
生
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
場
合

は
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
か、

犬

の
里
親
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
市
役
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

犬
の
習
性
を
理
解
し
て
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
芯
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

o
犬
小
屋
及
び
そ
の
周
辺
は
、
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
と
き
の
フ

ン
の
後
始
末
は

飼
い
主
の
責
任
。
環
境
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

O
不
幸
な
子
犬
を
産
ま
さ
な
い
よ
う

飼
い
主
の
責
任
で
繁
殖
制
限
に
努

め
ま
し
ょ
、っ
。

犬
に
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う

O
犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
、
注

射
済
票
を
必
ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

O

門
戸
の
見
や
す
い
場
所
に

「飼
い

犬
飼
育
管
理
の
証」

(犬
の
鑑
札

と

一
緒
に
渡
し
て
い
ま
す
)
を
掲

示
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

O
生
後
九
十
日
を
越
え
た
小
犬
は、

登
録
と
年

一
回
の
予
防
注
射
を
必

ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
は
、

一
回
限
り
で
二
年
目
以

降
は
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
受
け
て
い
な
い
方
は
指
定

獣
医
師
の
診
療
所
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

【
指
定
獣
医
師
}

・
久
保
田
動
物
病
院

(新
谷
)

宮

@
3
2
2
3

・
中
野
獣
医
科
医
院

(中
村
)

宮

@
4
2
7
6

・
西
大
洲
動
物
病
院

(西
大
洲
)

宮

@
3
8
0
3

※
登
録
し
た
犬
の
所
在
地
、
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
、
ま
た
犬
が
死

亡
し
た
場
合
に
は
、
市
役
所
保
険

環
境
課
生
活
衛
生
係
宮
@
2
1
1

1

(内
線
1
6
2
)
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

3 
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70歳以上(寝たきりの人は65歳以上)のおとしよりの医療費は、すべて老人保健法

のもとに運営されることになっています。大洲市では、 70歳以上になる人に対して事

前に通知をいたしますので、市役所または最寄りの連絡所で届け出をしてください。

「老人医療受給者証」をお渡しします。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
医
療
機
関
の
窓
口
へ
「
保
険
証
」

「健
康
手
帳
」
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

通
院
及
び
入
院
に
か
か
る

費
用
の
一
部
負
担
額

【
通
院
}

o
受
診

一
回
に
つ
き
五
百
円
(
月
四

回
、
二
千
円
限
度
)

・
薬
剤
費
負
担
(
一
日
分
内
服
薬
)

一
種
類

O
円

一一
j
三
種
類

三
十
円

四
i
五

種

類

六

十

円

六

種

類

以

上

百

円

・
外
用
薬
(
シ
ッ
プ
薬
等

・一

回
)

一
種

類

五

十

円

二
種

類

百

円

三

種

類

以

上

百

五

十

円

・
頓
服
薬
(
一
回
分
)

一
種

類

十

円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
町
村

民
税
の
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
免
除
。

【
入
院
}
(
一
日
)

O
平

成

十

年

度

千

百

円

。
平
成
十

一
年

度

千

二
百
円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
町
村

民
税
の
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
五
百

円
で
す
。
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
中
の
一
日
の
食
事
に
か

か
る
費
用
の
一
部
負
担
額

。
一
般

受

給

者

七

百

六
十
円

。
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

-
九
十
日
ま
で
の
入
院六

百
五
十
円

-
九
十
日
を
超
え
る
入
院
(
過
去
十

二
カ
月
の
入
院
日
数
)

五
百
円

。
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人三

百
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
、

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
保
険

環
境
課
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
高
額
療
養
費

の
支
給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係
・

老
人
保
険
係
ま
で
。
宮
@
2
1
1
1

(
内
線
1
6
4
・
1
6
5
)

4 

平
成
九
年
度
の
老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
す
る
中
で
年
々
増

加
し
て
お
り
、
老
人

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
七
十
六
万
五
千
七
百
九

十
円
で
前
年
度
よ
り
一
・
二
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
健
康
で
楽
し
い
老
後
を
送

る
た
め
に
も
、
壮
年
期
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
重
複
受
診
や

頻
回
受
診
の
な
い
適
正
な
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

( )内は前年度比伸び率

」一一一_(4.CX'/o)___i.込笠u濁鯛U臓町

忌詞 |蹴醐 |倒鯛
H I斗 ト斗 ト

トー

トー

トー

トー

' ト

トー

ト

トー

ト

トー

」一一

トー

← 

トー

← 

ト

(万円)
目。

70 

60 

50 

40 

30 

20 

平成 9年度大洲市の老人医療費の状況

I貢 日 件数 金 額

入 院 5.459 22億6，291万円

診療費 入院外 76.012 15億2，617万円

歯科 5，495 1億132万円

調 剤 10，810 1億3，362万円

入所 766 1億6，906万円
施設医療費

通所 543 5，334万円

訪 問 看 護 376 2，063万円

療養費 (コルセット、
柔道整復、アンマ、 977 1，219万円
マッサージ)など
~与 言十 100.438 42億7，924万円Eコ

L一一一一一一一一一一一

トトー

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度

老人一人当たりの医療費

トト10 

。5，588人
76万5，790円
80万4.586円

-年平均老人医療受給者数

・年間一人当たり老人医療費

・県平均一人当たり老人医療費
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地
価
公
示
に
つ
い
て

平
成
十
年
三
月
に
、
国
土
庁
か
ら
、

平
成
十
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画

区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
土
地

(標
準
値
)

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑

定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、

国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用

地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ

る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
調
整
課

(
宮
@
2
1
1
1

内
線
3
8
8
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
問
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

が
、
十
月
に
土
地
の
評
価
な
ど
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
土
木
部
道
路
都

市
局
都
市
計
画
課
地
価
審
査
係
ま
で
。

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(
内
線
3
8
5
9
)

す

土
地
取
引
の
届
け
出
を
忘
れ
す
に

土
地
取
引
を
行
う
場
合
に
必
要
と

な
る
届
け
出
が
、
平
成
十
年
九
月
一

日
か
ら
、
事
前
届
出
制
か
ら
事
後
届

出
制
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
次
の

事
例
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
必
ず

契
約
後
、

二
週
間
以
内
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

{
届
け
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

a
市
街
化
区
域

二
千
平
方
い
け川
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

b

a
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
M
川
以
上
の
土
地

c
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
M
川
以
上
の
土
地

※
届
け
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画
調
整

課
ま
で
。

宮
(切

2
1
1
1
(
内
線
3
8
8
)

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
都
市
計

画
法
に
よ

っ
て
、
事
前
に
知
事
(
そ

の
土
地
が
松
山
市
、
今
治
市
、
新
居

浜
市
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
長
)
の
許
可
が
必
要
で
す
。

O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造

成
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
許

可
の
必
要
な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。

・
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方

M

川
以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市

は
該
当
な
し
)

・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農

業
、
林
業
、
漁
業
者
の
住
宅
及
び

こ
れ
ら
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な

ど
以
外
で
、

一
定
用
途
の
目
的
に

供
す
る
開
発
行
為

(大
洲
市
は
該

当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

で
は
、

三
千
平
方
M

川
以
上
の
開

発
行
為

O
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物

や
工
作
物
の
建
築
及
び
開
発
行
為
を

す
る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
地
方
局
建
設
部
、
土
木
事
務
所

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を

問
わ
ず
、

二
千
平
方
M

川
を
超
え
る

開
発
行
為
(
東
大
洲
の
一
部
は

0
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
)
は
、
そ
の
面
積

に
応
じ
、
大
洲
市
へ
の
事
前
協
議
か

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
。

大
洲
土
木
事
務
所

宮

@
5
1
2
1

大
洲
市
企
画
調
整
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
3
8
8
)

付
加
年
金
に
つ
い
て

老
後
に
、
よ
り
多
く
年
金
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、

付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

付
加
年
金
は
、
第

一
号
被
保
険
者
、

任
意
加
入
被
保
険
者
が
対
象
で
、
こ

れ
ら
の
人
は

一
カ
月
に
四
百
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
る
人
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の

加
入
員
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
死
亡

し
た
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
ま
た

は
繰
下
げ
支
給
を
受
け
る
と
、
付
加

年
金
額
も
同
時
に
繰
上
げ
、
ま
た
は

繰
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
際
の
年
金

額
は
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割
合
で

減
額
、
ま
た
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
次
の
式

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

二
百
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

し
た
が

っ
て
、
四
十
年
間
付
加
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
次
の
額

の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

七
十
九
万
九
千
五
百
円
+
二
百
円

×
四
百
八
十
月
日
八
十
九
万
五
千
五

百
円
(
平
成
十
年
度
)

な
お
、
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、

年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ

た
場
合
で
も
、
改
定
さ
れ
な
い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}
市
民
課
国
民
年

金
係
宮
@
2
1
1
1
(内
線
I
l
l
・

-
1
2
)
 

5 
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第
四
回
大
淵
ザ
シ
ュ

-一-rト
弓
イ
?
ス
ロ
〉
大
会

小
さ
な
鉄
人
た
ち
の
熱
い
夏

八
月
九
日
、
夏
の
肱
川
を
舞
台
に
、
小
中
学
生
ガ
体
力
の

限
界
に
挑
戦
す
る
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
口
ン
犬
会
ガ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
四
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
に
は
、

県
内
外
か
ら
九
十
名
の
選
手
ガ
参
加
し
ま
し
た
。

は
や
る
気
持
ち
を
押
さ
え
て
の
ス

イ
ム
。
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
た
バ
イ
ク
。
吹

き
出
す
汗
と
歪
む
顔
が
そ
の
苛
酷
さ

を
も
の
が
た
る
ラ
ン
。
体
力
の
限
界

に
挑
戦
す
る
選
手
た
ち
の
ひ
た
む
き

な
姿
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の

人
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

全
選
手
が
完
走
を
果
た
し
た
今
大

会
。
競
技
終
了
後
の
会
場
は
、
お
互

い
の
健
闘
を
た
た
え
あ
う
さ
わ
や
か

な
笑
顔
で
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
大

き
な
自
信
。
小
さ
な
鉄
人
に
と
っ
て

こ
の
夏
の
熱
い

一
日
は
、
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
、
っ
か
。

6 

企選手宣誓をする喜多岡雅明君企ボランティアが大活躍

こ
の
大
会
は
、
コ

l
ス
づ
く
り
か

ら
エ
l
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
飲
料
水

補
給
所
)
で
の
受
け
渡
し
ま
で
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い
中
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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クラス別結果表

上

尾

イ'::t Fi庁
長崎県長崎 市

大洲 市徳森

北宇和郡吉 田町

タイム
27分48秒
30分53秒
35づき06革少

名

夏海

麻 梨
千夏

末
j可

女子

戸芹岡明日海

山口沙織

藤窪梨絵

女子

一言原優希
和泉公水

池田由佳皇

女子
「ーーー一

本

尾
j架

女子

ロE豆

大洲市若宮

大洲市若宮

大洲市東大洲

29すま10軍少
30分20秒
35づき03手少

季
一均
一紀

麻
一
真
一重

宮
一光
一野

高知県長岡 郡

松山市宮田 町

東 宇 和 郡 宇 和町

27づま21手'9>
29分51秒
30づき17不少

大洲市大洲

高知県高岡郡

宇和島市和霊東町

27づき13革少
28づき12手少
28分47秒

将
一康
一輔

孝
一文
一佑

喜多郡五十崎町

高知県安芸 郡

大洲市菅田 町

55分 58秒
56づき40手少
58づき20手少

長崎県佐世保市

松山市森松町

高知県高岡郡

41づき47軍少
43づき59軍少
44うま16手少

矢

太

健
一直
一謙

松山市東石井町

大洲市徳森

今治市喜田 村

48づき20手少
50づき45軍少
51づき24手少

子
一衣
一紀

僚
一麻
一早

田
一上
一回

伊予郡石墨部町

八幡浜市船柏

松山市古川西

45づき59革少
46づき42軍少
46づき58軍少

介
一宏
一大

雄
一明
一哲

60づ全38手少子尚高知県土佐郡

大洲市春翼

伊予市下吾川

42づき56手少
44づき10手少
47づ卦08手少

郎
一司
一司

太
一隆
一和

7 
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ィハt

10月24日佳)

ヲ

aJ九培集机f

おもしろ、不思議を体験しよう f

子
供
た
ち
が
楽
し
く、

科
学
実
験
や
科
学
工
作
な
ど
を
直
接

体
験
で
き
る
場
を
提
供
し
、
自
然
の
不
思
議
さ
や
科
学
の
お
も

し
ろ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
や
技
術
に
対
す
る
興

昧
や
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
第
二
回
科

学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-m大
洲
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

企ぺッ トボトルロケットづくり

{日
時
}
十
月
二
十
四
日
出

九
時
三
十
分
i
十
五
時

{場
所
}
大
洲
市
総
合
体
育
館

{対
象
}
小

・
中
・
高
生

{内
容
}
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
チ
ヤ

レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

〈
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
グ
ニ
ヤ
グ

ニ
ヤ
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
、
大
気
圧

の
体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
〉

【入
場
料
}
無
料

【問
い
合
わ
せ
先
}
教
育
委
員
会
社

会
教
育
体
育
課

宮

@
2
1
1
1

(内
線
5
5
3
)

8 

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試

験

及

び

受

験

講

習

会

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
が

行
う
責
任
技
術
者
試
験
並
び
に
講
習

会
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

責
任
技
術
者
は
「
公
共
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
庖
」
の
指
定
を
受
け

る
際
の
要
件
と
な
り
ま
す
。
指
定
を

希
望
さ
れ
る
人
は
必
ず
受
験
し
て
く

だ
さ
い
。

V
受
験
講
習
会

{
目
時
}

十

一
月
十
一
日
制

午
後
一
時
三
十
分
j
三
時
三
十
分

{場
所
】
松
山
市
若
草
町
八
の
ご

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

【講
習
手
数
料
}
二
千
円

{テ
キ
ス
ト
代
}
二
千
円

V
統

一
試
験

{日
時
}

十
一
月
二
十
九
日
間
午
後
一
時

三
十
分
i
三
時
三
十
分

【場
所
】
松
山
市
文
京
町
二
の
二

松
山
市
立
東
中
学
校

{試
験
手
数
料
}
三
千
円

※
申
込
受
付
期
間

十
月
一
日
同
i
十
月
二
十
日

ω

執
務
時
間
中

受
験
講
習
会
及
び
統
一
試
験
を
希

望
す
る
人
は
、
大
洲
市
役
所
下
水
道

課
(
本
庁
二
階
)
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
に
は
受

験
申
込
書
、
住
民
票
の
写
し
、
写
真
、

資
格
証
明
書
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
o

g
@
2
1
1
1
(内
線

2
5
2・
2
5
5
)

商
届
街
で
商
売
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

大
洲
市
の
主
要
商
庖
街
の
空
庖
舗

を
有
効
に
活
用
し
、
市
内
商
庖
街
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

大
洲
市
で
は
、
「
大
洲
市
空
庖
舗
対

策
補
助
金
交
付
規
程
」
を
平
成
九
年

四
月
一
日
よ
り
施
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
大
洲
市
の
主
要
商

脂
街
の
空
庖
舗
を
利
用
し
て
商
業

(
小
売
業
等
)
を
営
む
場
合
、
家
賃

の
二
分
の
一
を
一
年
間
ま
た
は
、
庖

舗
改
装
に
か
か
る
費
用
の
二
分
の

一

を
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、

限
度
額
は
い
ず
れ
も
百
二
十
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
(
家
賃
か
庖
舗
改

装
費
か
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
補
助

に
な
り
ま
す
)

商
庖
街
活
性
化
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
熱
意
の
あ
る
人
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
空
庖
舗
を
所
有
し
て
い
る

人
も
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

宮

@
2
1
1
1

(内
線
2
2
3
)

白
鶴
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様
今
年
は
叩
の
語
邑
合
わ
せ

回
附E

繍許弘瀦ふ
瀦
灘
鶏
淵鶏，鞠ふ:諜鋪縫護繊瀦灘讃弘澗叶

市
立
博
物
館
で
は
、
「
平
成
叩
年
{
応
募
E票計】

日
月
日
日
の
写
真
展
」
の
作
品
を
募
大
洲
市
立
博
物
館
ま
た
は
、
各
公

集
し
ま
す
。

民
館
に
備
え
つ
け
て
あ
る
応
募
票

こ
の
写
真
展
は
、
変
わ
り
ゆ
く
私
に
、
必
要
事
項
を
明
記
の
上
ご
応

た
ち
の
暮
ら
し
な
ど
を
記
録
資
料
と
募
く
だ
さ
い
。

し
て
、
後
世
に
残
し
伝
え
よ
う
と
い
【
応
募
上
の
注
意
}

う
も
の
で
、
出
品
さ
れ
た
作
品
は
博
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な

物
館
で
永
久
に
保
存
し
ま
す
。

が
ら
な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま

皆

さ

ん

か

ら

の

ご

応

募

を

お

待

ち

す

。

し
て
い
ま
す

0

・
全
作
品
を
展
示
し
、
終
了
後
は

{テ
1
マ

】

記

録

資

料

と

し

て

博

物

館

で

永

平
成
叩
年
目
月
日
日
に
大
洲
市
内
久
に
保
存
し
ま
す
。

で
撮
影
し
た
も
の
(
風
景

・
建
物
・
【
応
募
締
切
】

交
通

・
人
物
・
生
活
や
作
業
の
様
平
成
十
年
十
月
三
十

一
日

子
な
ど
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
)
{
作
品
持
込
先
】

【

作

品

の

サ

イ

ズ

】

大

洲

市

立

博

物

館

及

び

各

公

民

館

2
L
か

キ

ャ

ビ

ネ

サ

イ

ズ

{

問

い

合

わ

せ

先

】

(
白
黒

・
カ
ラ
l
ど
ち
ら
も
可
)
大
洲
市
立
博
物
館
宮
⑫
4
1
0
7

家
庭
で
の
防
火
対
策

〈
よ
り
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
〉

平成9年9月9日の写真展より

火
災
防
止
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ

と
り
の
火
災
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う

心
掛
け
が
大
切
で
す
が
、
火
災
は
何

が
原
因
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
万
が

一
出
火
し
た
と
き
、
住
宅

用
防
災
機
器
な
ど
が
設
置
し
て
あ
る

と
、
早
期
発
見
や
類
焼
の
防
止
、
死

傷
者
の
減
少
に
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
住
宅
用
防
災
機
器
な
ど

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

V
火
災
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
自
動
火
災

報
知
設
備
な
ど
、
熱
や
煙
に
よ
り
火

災
を
感
知
し
、
そ
れ
を
警
報
音
で
知

ら
せ
る
設
備
が
あ
り
ま
す
。

V
火
災
を
早
く
消
す
た
め
に

消
火
器
の
ほ
か
、
住
宅
用
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
な
ど
、
熱
を
感
知
す

る
と
自
動
的
に
水
や
消
火
薬
剤
を
放

出
し
消
火
す
る
設
備
が
あ
り
ま
す
o

v火
災
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

防
炎
処
理
さ
れ
た
布
団
・
毛
布

・

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
用
し
た
り
、
内

装
材
や
建
具
類
を
不
燃

・
難
燃
性
の

も
の
に
す
る
こ
と
で
、
火
災
が
発
生

し
て
も
燃
え
広
が
り
に
く
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
用
防
災
機
器
や
住
宅
防
火
対

策
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
問
い
合
わ

せ
は
、
大
洲
消
防
署
宮
@
0
1
1
9

ま
で
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ノ
l
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン

せ

ん

じ

っ

し

ょ

く

ど

う

先
日
あ
る
デ
パ

ー
ト
の
食
堂
で
、

ち
ょ

っ
と
気
に
な
る
こ
と
に
で
あ
い

ま
し
た
。

ひ

る

ど

き

そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
昼
ご
は
ん
時

だ
っ
た
の
で
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
ほ
ぼ

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
わ

ゆ
』
会
C

た
札
の
と
な
り
の
席
だ
け
三
つ
く
ら

い
空
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
席
に
は

小
学
校

一
年
生
か
二
年
生
く
ら
い
の

女
の
子
と
そ
の
お
か
あ
さ
ん
ら
し
い

恥
ね
&
ひ

人
、

さ
ら
に
訪
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
思
わ

れ
る
三
人
が
揮
P
て
い
ま
札
た
。

くる
守
こ
へ
、
介
護
の
人
に
押

A
仇
決

車
か
け
が
二
台
、
デ
パ
ー
ト
の
職
員

に
案
内
さ
れ
て
や
b
て
き
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
ブ
ル
以
桃
山
札
大
き
な
車
い

す
が
二
台
は
い
る
余
地
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
テ
ー
ブ
ル
に
き
ち
ん
と
セ

ッ

ト
さ
れ
る
の
を
見
て
い
た
お
か
あ
詩

ん
ら
し
い
人
が
ち
ょ

っ
立
い
や
な
顔

を
し
ま
し
た
。

そ
し
ザ

U
F幼
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ら
し
い
吠
と
何
か
話
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
女
の
子
を

う
な
が
し
、
せ

っ
砂
く
の
席
を
た

っ

て
い
き
ま
し
た
。
楽
し
協
紅
し
て
い

た
だ
ろ
う
デ
パ

ー
ト
の
食
事
を
ふ
い

に
し
た
女
の
子
は
不
満
そ
う
に
し
ぶ

し
ぶ
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
お
か
あ
さ

μ枇
加
を
話
し
絞

の
で
し
ょ
う
か
。
障
害
者
と
席
を
同

じ
く
し
て
食
事
を
す
る
の
が
い
や
だ
っ

た
の
時
比
V
J砂
川
そ
れ
と
も
、
め
っ

た
に
外
食
の
機
会
の
な
い
二
人
の
障 No.240 

ノ

人
権
と
同
和
教
育

ひ
ろ
び
ろ

害
者
が
広
々
と
操
し
く
食
事
が
で
き

る
よ
う
に
席
を
譲

っ
た
の
で
し
ょ
う

ヵ
。わ

た
し
仇
ち
の
ル
肋
ど
こ
か
に
、

障
害
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
あ

り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。

りゅ
締
法中
関
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
交

流
学
習
を
し
て
い
持
協
る
咋
ヰ
校
の

子
ど
も
た
ち
は
い
最
初
の
出
会
い
は

と

ま

ヵ

，

八

ぎ
こ
ち
な
く
、

法
旬
れ
か
ら
見
る
感
じ

で
あ
ま
り
よ
い
印
象
は
な
か
っ
た
よ

う
で
け
。
そ
れ
が
二
回、

二一
回
と
交

統
措
重
ね
いお
ゲ
1
ム
や
ス
ポ
ー
ツ、

作
業
等
を
通
し
て
ふ
れ
あ
っ
て
い
く

う
ち
に
、
う
ち
と
け
、
な
ご
や
か
な

つ
き
あ
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
まあ

い

J
b

た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
伊
湘

手
が
そ
点
松
市り
に
力
い

っ
ぱ
い
努
ゆ

L
て
い
る
姿
を
し

っ
か
り
と
見
、
理

解
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ノ
れ
'R
一げ
イ
ゼ
イ
シ
ヨ
ン

〈
溝
嬉

者
を
特
別
視
寸
%
の
庁
拾
く
十
一

般

社
会
の
如
何
官
一戸
沖
の
生
括
が
送
れ
る

よ
う
な
条
件
玲
整
え
、
共
に
生
き
る

社
会
こ
そ
普
通
持
粧
会
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
〉
の
嘆
閣
を
め
ざ
す
こ
と

が
こ
れ
紗
吟
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

終
初
長
野
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

々
結
躍
礼
た
障
害
者
の
さ
わ
や
か
な

笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
古

そせ
ん
ザ
唱
ら
かれ

pb
そ
し
よ
吟
しの
議
淀
や
義
肢
いか
松

葉
杖
は
、
近
視
や
遠
視
の
人
が
使
一
わ

め
が
ね
と
同
じ
も
の
だ
」
と
い
う
言

葉
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

9 
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第

城
跡
屑
辺
の
樹
木
調
査
と
樹
木

整
備
後
の
予
測
調
査
を
実
施
②

前
号
で
は
、
城
跡
内
の
樹
木
の
現

状
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
域
内

に
は
、
八
十
九
種
、
千
九
百
五
本
の

樹
木
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ

ら

一
本
ず
つ
を
調
査
し
て
、
石
垣
や

景
観
に
影
響
の
あ
る
樹
木
に
つ
い
て

選
定
し
た
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象
と
し
た
の
は
、
二
M
川
以
上

の
高
木
で
、
サ
ラ
ク
類
を
除
き
ま
し

た
。
サ
ク
ラ
類
は
、
石
垣
に
接
近
し

て
多
数
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
サ

ク
ラ
な
ど
根
系
植
物
に
と
っ
て
石
垣

付
近
は
生
育
上
好
ま
し
く
な
く
、
将

来
石
垣
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
石
垣
か
ら
距

離
を
お
い
て
新
し
く
植
栽
す
る
な
ど

の
方
策
を
取
る
こ
と
と
し
、
今
回
の

対
象
か
ら
省
い
た
も
の
で
す
。

石
垣
に
影
響
を
浸
ぼ
し
て
い
る
か

そ

の

お

そ

れ

の

あ

る

樹

木

樹
木
の
根
系
が
城
跡
の
石
垣
に
影

響
や
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
石
垣

に
比
較
的
接
近
し
て
位
置
し
、
か
っ

高
齢
の
大
径
木
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
次
の
樹
木
が
該

当
に
な
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

V
本
丸
南
側
ケ
ヤ
キ

号26 
く

る

わ

V
本
丸
井
戸
曲
輪

ガ
ネ
モ
チ

V
二
の
丸
北
曲
輪
セ
ン
ダ
ン
・
ス

ギ
・
エ
ノ
キ
・
ム
ク
ノ
キ
な
ど

ケ
ヤ
キ

・
ク
ロ

城

跡

の

景

観

を

阻

害

し

て

い

る

と

想

定

さ

れ

る

樹

木

天
守
閣
の
位
置
が
本
丸
西
端
に
位

置
す
る
た
め
、
生
い
茂
る
樹
木
の
影

響
で
城
の
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て

は
、
遠
望
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
逆
に
そ
の
部
分
は
、
市

街
地
や
周
辺
の
眺
望
を
妨
げ
て
い
る

た
め
、
支
障
木
の
伐
採
な
ど
を
行
っ

て
城
跡
の
景
観
美
の
保
持
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

調
査
で
は
、
次
の
樹
木
が
そ
の
対

象
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
o

v
本
丸
ケ
ヤ
キ
・
ク
ス
ノ
キ
・
セ

ン
ダ
ン

V
本
丸
井
戸
曲
輪
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
・

ケ
ヤ
キ

V
二
の
丸
西
曲
輪
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
l

ダ

l

v
二
の
丸
北
曲
輪
ヒ
ム
ロ
・
メ
タ

セ
コ
イ
ア

V
二
の
丸
西
帯
曲
輪
か
ら
二
の
丸
北

曲
輪
北
部
下
の
遊
歩
道
ス
ギ

V
三
の
丸
水
の
手
曲
輪
ス
ギ

'v本
丸
東
下
斜
面
ス
ギ

城

跡

の

内

部

景

観

を

阻

害

し

て

い

る

も

の

及

び

将

来

障

害

と

想

定

さ

れ

る

樹

木

城
跡
の
内
部
か
ら
石
垣
や
櫓
に
景

観
上
障
害
と
な
る
と
想
定
さ
れ
る
樹

木
及
び
将
来
樹
木
の
生
長
に
伴

っ
て

城
跡
の
遠
望
を
阻
害
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
樹
木
を
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

V
生
長
に
伴
い
城
跡
の
遠
望
を
阻
害

す
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
ク
ス

ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ

・
ア
ラ
カ
シ

V
城
跡
の
内
部
景
観
上
か
ら
障
害
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
ク
ス

ノ
キ
・
カ
ナ
メ
モ
チ
・
サ
ン
ゴ
ジ
ュ

・

キ
ン
モ
ク
セ
イ

・
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

・

サ
ル
ス
ベ
リ
・
、
ザ
ク
ロ

V
将
来
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
想

定
さ
れ
る
と
と
も
に
城
跡
の
遠
景

に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の

ケ
ヤ
キ

V
公
園
と
し
て
の
美
観
保
全
上
か
ら

除
去
が
望
ま
し
い
も
の
ケ
ヤ
キ
・

ニ
セ
ア
カ
シ
ア

今
回
の
報
告
で
指
定
さ
れ
た
樹
木

は
、
大
洲
城
復
元
委
員
会
専
門
委
員

会
で
検
討
を
加
え
、
計
画
的
に
伐
採

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
回
は
、
伐
採
な
ど
を
実
施
し
た

あ
と
の
生
態
系
予
想
や
伐
採
後
の
予

想
図
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

10 

伐

採

が

必

要

と

想

定

さ

れ

る

樹

木

の

位

置

図

伐採が必要と想定される樹木

番 樹種名 番 樹種名 番 樹種名

l ケヤキ 185 メタセコア 329 スギ

2 クスノキ 199 スギ 330 1/ 

4 ケヤキ 231 ヒマラヤシーダー332 1/ 

5 11 233 ーセアカシア 333 1/ 

9 クスノキ 234 1/ 334 1/ 

18 カナメモチ 235 1/ 337 1/ 

19 1/ 236 1/ 338 1/ 

27 クスノキ 237 1/ 339 1/ 

28 サンゴジュ 238 1/ 345 1/ 

36 センダン 255 スギ 361 1/ 

40 キンモクセイ 256 1/ 369 ムクノキ

42 イロハモミジ 259 1/ 375 スギ

43 クスノキ 267 1/ 395 1/ 

48 サルスベリ 268 1/ 396 ケヤキ

52 クスノキ 269 1/ 397 クスノキ

105 ケヤキ 270 1/ 401 1/ 

108 1/ 272 1/ 402 1/ 

111 ザク ロ 293 1/ 404 1/ 

120 ケヤキ 294 工ノキ 409 1/ 

124 スギ 296 ムクノキ 420 アフカシ

125 1/ 306 センダン 465 クロガネモチ

142 ヒノキ 310 スギ

146 ヒム口 328 1/ 
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大洲の秋の味覚「いe
だき」の初煮会tf行われ

き長レだ。会場とたきつだ如

法寺河原lこ(e}、 1500人分

のいも鍋げ用意され、多

〈の家族連れらが今年の

いち'(J)味き楽じみまレだ。

‘ T8月 22日 (土)~23日 (日)
魅力あふれ3自然の中で、親と子、友達との心の触れ

合いきちつでちら抗うと「自然と心の触れ合い体験」丹、

上須戒め少年自然の家で行われまじだ。昔1atf'うの竹と

んぼや己まの遊び方き習つだ後、実際(2竹とんぼ作'-11a
どに挑戦。夜!こ(e}キャンブフ?イヤ一、翌朝(2(e}出石寺

登山。楽レい夏休みの思い出ができまレ定。

8月5日同砂

大洲夏季大学tf佐ノ山親方(元

大関小錦)き招き、市民会館で開

催されまレだ。親方をひと目見ょ

うと立ち見ちで3中、「僕の相撲人

生」 、と題レだ講演tf行われまレだ。

‘8月6日(木)
上須戒の一の瀬観光ナラト園tf開

園じまじだ。招待されだ地元の保

育園児ら(e}、早速、ちぎたての郡

いしいナうさ(~âlばつでいまじだ。

8月23日(日)砂

第9囲内又-1';ーリンヴ駅伝大

会tf開ttれまレ足。大成橋tt'う城
a 山下ぎでの約15畑き28ヂー凸、174
人fi'(9ィμき競いまじた。

‘8月28日(金)
20年間(2わだって、道路の清掃

きされできだ保積侮(西大洲)さん

丹、日本道路協会長表彰さ受け、

大野大洲土木事務所長より表彰状

fi'l伝達されましだ。

‘8月フ日(金)

市民会館で愛媛県女性

総合セ〉弓ーの「愛媛地

域女性大学J tf行われま

しだ。新じい出会いき通

レで、新レい自分き見つ

4 けでちら抗うと5回の講

座tf設けられ、初日のご

め日ち大勢の受講生tf参
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四国のみちは、起点を徳島県鳴門市、終点を徳島県板野郡板野町と

する全長1，545.6kmの長距離自然歩道で、愛媛県には総延長約360km、33

のコースがあります。

この大会は、身近な自然や歴史に親しんでもらおうと毎年行ってい

るもので、今年は大洲市の 「肱川沿いのみちコース」を中心に歩きま

す。(約 5km) 

皆さんのご参加をお待ちしています。

[日 時] 平成10年10月18日(日) 9 時 ~12時(雨天の中止)

【集合場所] 肱川緑地公園(駐車場あり)

[コース] 肱川緑地公園(起点)~如法寺河原~富士橋~

臥龍山荘・大洲神社~明治の家並み・おはなはん通り~

おおず赤煉瓦館~肱川緑地公園(終点)

[申し込み ・問い合わせ先]

八幡浜地方局県民生活課 ft(0894)22-4111 (内線223)

大洲市商工観光課 ft24-2111(内線223)

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

八
月
二
十
四
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

柚

木

岡

田

安

弘

金

一

封

八

幡

浜

市

菊

池

由

兼

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ

)

菅

田

町

小

泉

幸

子

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

富

永

勝

彦

金

一
封
(
肱
南
地
区
社
協

・
市
社
協
へ
)

大

洲

森

勝

次

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老
人

ク

ラ

ブ

へ

)

上

須

戒

亀

岡

俊

毒

金

一
封

(
一
歩
会
大
釜
臥
龍
う
ど
ん
チ
ャ

リ
テ
ィ

1
収
益
金
を
肱
南
地
区
社
協
へ
)

柚

木

一

歩

会

(

代

)

酒

井

正

幸

(
物
品
の
口
座
)

冷
蔵
庫
一
台
(
福
祉
活
動
用
と
し
て
)

大
洲
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

車
椅
子

一
台
・
紙
オ
ム
ツ
ほ
か
三
百

四
十
七
枚
(
貸
出
用
と
寝
た
き
り
老
人

へ

)

若

宮

村

上

静

江

七
月
二
十
四
日
i
八
月
二
十
四
日
ま
で

累

計

額

=
三
一
万
七
、
六
九
九
円

内
指
定
配
分

一
一O
一
万
一
、
六
三
四
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

共
同
募
金
に
ご
協
力
を
/

H

赤
い
羽
根
u

で
親
し
ま
れ
て
い
る

共
同
募
金
運
動
が
、
今
年
も
十
月

一
日

か
ら
全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
安
心
し
て

幸
せ
な
暮
ら
し
を
お
く
れ
る
よ
う
、
い

ま
大
切
な
民
間
福
祉
の
た
め
に
、
今
年

も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

、
来
、
い
向
ミ
討
ー
か
ザ
h
z

、文S

げ如、
k
ψ
〈
?
λ
主
人
命
リ
る
あ
れ
上
す
、

配
置
守

s
y叶

sb守

大
洲
市
共
同
募
金
委
員
会

図書館

十
月
新
刊
案
内

デ
イ
ヴ
・
パ
リ
!
の
笑
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

D
・
パ
リ
1
著

雑
学
に
強
く
な
る
本

A
・
レ
オ
ク
ム
著

数
学
者
が
新
聞
を
読
む
と

ジ
ョ
ン
・

A
-
パ
ウ
ロ
ス
著

手
相
の
完
全
独
習
秋
山
勉
唯
絵
著

続
幕
末
・
明
治
の
お
も
し
ろ
写
真

石
黒
敬
章
著

悪
魔
と
呼
ば
れ
た
コ
レ
ク
タ
l

ハ
ワ
l
ド
・
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ル
ド
著

安
岡
正
篤
と
伊
藤
肇
宮
本
惇
夫
著

少
年
チ
ャ
ー
チ
ル
の
戦
い

，

シ
リ
ア
・
サ
ン
ズ
著

英
国
カ
ン
ト
リ
ー
-
ハ
ウ
ス
物
語

杉
恵
惇
宏
著

イ
ス
ラ
ム
紛
争
の
深
層
宮
田
律
著

日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
終
駕
上
回
紀
行
著

「
日
本
人
の
不
安
」
を
精
神
分
析
す
る

岸

田

秀

著

自

分

の

値

段

内

田

定

美

著

日
本
は
日
本
の
や
り
方
で
行
け
f

ピ
ル
・
ト
ッ
テ
ン
著

授

業

崩

壊

小

島

宏

著

元
気
が
で
る
子
育
て
論
尾
木
直
樹
箸

ふ
た
り
の
結
婚
費
用
事
典
古
門
恒
雄
著

写
真
で
学
ぶ
手
話
の
本

天
理
教
手
話
研
究
室
編

体

内

リ

ズ

ム

の

秘

密

林

博

史

著

野
山
の
樹
木
観
察
図
鑑
岩
瀬
徹
著

解
剖
学
個
人
授
業養

老
孟
司
・
南
伸
坊
著

世
界
で
い
ち
ば
ん
美
し
い
物
語

ユ
1
ベ
ル
・
リ
i
ヴ
ス
ほ
か
著

も
う

「大
病
院
」
に
は
頼
ら
な
い

代
田
文
彦
著

隔

離

の

里

宮

下

忠

子

著

家
庭
で
で
き
る
薬
膳
料
理
成
田
和
子
著
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花
と
花
風
景
の
撮
り
方
日
比
野
克
著

人

間

の

戦

場

広

河

隆

一
著

日

比

須

呂

比

須

ワ

グ

ナ

l
著

山
が
好
き
人
が
好
き
鈴
木
淑
子
著

メ
ジ
ャ
ー
リ
1
グ
に
挑
戦
す
る
男
た
ち

池

井

優

著

一
葉

の

雲

江

宮

隆

之

著

龍

、

秘

御

天

歌

村

田

喜

代

子

著

太

公

望

上

宮

城

谷

自

国

光

著

火

曜

日

の

聖

餐

森

純

著

日

が

わ

り

一

話

眉

村

卓

著

ぼ
く
は
始
祖
鳥
に
な
り
た
い
上
・
下

宮
内
勝
典
著

ヤ
ン
と
シ
メ
の
物
語
町
田
純
著
・
酒

人

形

に

な

る

矢

口

敦

子

著

東

京

妖

怪

浮

遊

笈

野

頼

子

著

ラ
ム
タ
ラ
は
死
の
香
り
伴
野
朗
著

火
の
山
|
山
猿
記
上
・
下津

島
佑
子
著

赤

き

死

の

炎

馬

霞

流

一
著

こ

こ

ろ

に

聴

診

器

大

平

健

著

い
つ
の
ま
に
か
私
も
「
婆
あ
」門

野
晴
子
著

蛙

の

遠

め

が

ね

石

井

英

夫

著

お

と

な

の

流

儀

常

盤

新

平

著

風
に
よ
う
に
・
別
れ
た
理
由

渡
辺
淳

一
著

リ
ン
カ
ー
ン
上
中
下

G
¥ヴ
イ
ダ
ル
著

無
言
の
名
誉
上
下

D
-
ス
テ
ィ
l
ル
著

H
h
u
と
呼
ば
れ
た
子

デ
イ
ヴ
・
ペ
ル
ザ
l
著

十
月
生
運
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
偉
人
講
座

「
武
田
成
章
」
に
つ
い
て

講

師

上

杉

潤

先

生

日
時
叩
月
幻
日
(
水
)

「

1J
・・
n
u
p
i
-
-
-
-
ハU
J

f
t

‘

ョ
υ
l
l
t

i

η

旬、υ
、

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い



徳森設備

ft25-4023 

滝田商庖

ft25-0901 

傭) 丸 電工業

ft24-5351 

西田水道庖

ft26-0265 

傭)三原設備

ft24-3783 

1享 山水道工事庖

まま 24 -2 5 8 3 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

伊予屋 住 設

ft24-2541 

惰)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

(有)オクダ設備

合 24 -3 6 7 4 

大塚鉄 工 所

会 25 -0 3 0 0 

(有)神田鉄 工 所

ft24-4122 

神南設備

合 25 -4 6 8 4 

城戸電 業 杜

ft25-2944 

久保鉄 工 所

まま 26-0 5 3 7 

( 槻土 居鉄 工所

合 24 -4 5 1 9 

(有)ア サ ノ設備

ft24-0783 

10月号

10月4日(8)

お
ま
つ
り
村

5
自
主

お
お
す
浪
漫
祭

1
B
O

今
年
も
十
一
月
一
一
一
日
に
、
大
洲
ま
つ

り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
肱
川
緑
地
公

園
で
、

「
お
ま

つ
り
村
」
を
関
村
し
ま

す
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
お
ま
つ
り
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肱
南
地
区
で
は
、
お
お
ず
赤

煉
瓦
館
・
お
は
な
は
ん
通
り
・
中
町
三

丁
目
を
会
場
に
「
お
お
ず
浪
漫
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。

秋
空
の
下
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、

「
お
ま

つ
り
村
」

へ
の
出
庖

を
希
望
さ
れ
る
人
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー

プ
は
、
お
早
め
に
船
大
洲
青
年
会
議
所

8
@

7
1
0
7
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
無
料
法
律

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

十
月
一
日
は

『
法
の
日
』
。
愛
媛
県

司
法
書
士
会
で
は
、
法
の
日
の
週
間
行

事
と
し
て
司
法
書
士
無
料
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
不
動
産
の
相
続
、
売

買
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
供
託

広報おおず '98

10月3日出

の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、
訴
訟
手
続

き
(
書
類
作
成
な
ど
)
に
関
す
る
こ
と

及
び
公
正
証
書
の
作
成
な
ど
を
中
心
に

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。【

日
時
】

十
月
三
日
出

/
十
時
i
十
五
時

【
場
所
】

市
民
会
館
及
び
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
司
法
書
士
会
大
洲
支
部

8
@
3
9
7
2
 

十
月
は
郵
便
貯
金
月
間
で
す

郵
政
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
郵
便

貯
金
月
間
」
と
定
め
、

P
R活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
は
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン

ク
ー
ル
」

の
入
賞
発
表
を
行
う
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
大
切
な
お
金
は
、
国
の
財
政

投
融
資
の
主
要
な
原
資
と
し
て
、
園
、

地
方
公
共
団
体
、
公
庫
、
公
団
な
ど
各

方
面
に
融
資
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

10月10日出

10月11日(日)

に
関
係
の
深
い
住
宅
や
学
校
の
建
設
、

道
路

・
水
道
・
公
園
な
ど
の
生
活
環
境

整
備
の
た
め
に
活
用
さ
れ
、
豊
か
な
社

会
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
郵
便
貯
金
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
立
大
洲
青
年
の
家

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
知
ら
せ

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
展
示
、
催

し
物
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
模
擬
庖
な
ど

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
十
年
十
月
十
七
日
出

十
七
時
j
二
十

一
時
三
十
分

平
成
十
年
十
月
十
八
日
同

十
時
i
十
六
時

【場
所
】
国
立
大
洲
青
年
の
家

O
ま
た
、
青
年
の
家
で
は
、
放
送
大
学

ビ
デ
オ
公
開
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
期
間
】

十

一
月

一
日
i
二
月
二
十
八
日

10月17日出

10月18日(日)

10月24日目

毎
週
日
曜
日
・
十
五
回

【
科
目
】

-
地
球
と
宇
宙
(
宇
宙
編
)

.
世
界
の
社
会
福
祉

・
社
会
福
祉
の
方
法

-
ジ

エ
ン
ダ
l
の
社
会
学

.
歴
史
考
古
学

一
科
目
か
ら
で
も
受
講
で
き
ま
す

【
受
講
料
}

一
科
目
|
二
千
円

(
別
途
テ
キ
ス
ト
代
必
要
)

【募
集
期
限
}

平
成
十
年
十
月
二
十
五
日
田

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
国
立

大
洲
青
年
の
家
ま
で
。
合
@

5
1
7
5

労

働

保

険

確
か
な
安
心
ゆ
と
り
の
心

労
働
省
で
は
、
十
月
を

「労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に

労
働
保
険
(
労
災
保
険
+
一雇
用
保
険
)

の
未
手
続
き
事
業
場
の
解
消
に
努
め
て

い
ま
す
。

加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い

事
業
主
の
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

ま
み

l
v

よ
、つ。

労
働
保
険
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八

幡
浜
労
働
基
準
監
督
署
2
0
8
9
4
・

2
2
・
1
7
5
0
ま
た
は
大
洲
公
共
職

業
安
定
所
合
@

3
1
9
ー
ま
で。

10月25日(日)

10月31日出

電
気
器
具
は
正
し
く
使
お
う
f

家
庭
用
電
気
器
具
を
購
入
し
た
と
き

は
、
使
用
す
る
前
に
説
明
書
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
ま
し
ょ

う
。
正
し
い
使
い
方
を
よ
く
理
解
し
、

禁
じ
ら
れ
て
い
る
使
い
方
は
絶
対
に
避

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
説
明
書
は
、
保

証
書
な
ど
と
一
緒
に
袋
や
引
き
出
し
な

ど
決
ま
っ
た
場
所
に
整
理
、
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

側
四
国
電
気
保
安
協
会
大
洲
支
所

会

@
5
0
1
2

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「大
雪
・
花
の
旅
」
写
真
展

9
月
却
白
川
w
j
m
月
日
日
田

V
宮
崎
朝
子
手
つ
む
ぎ
展

叩
月
日
白
川
w
j
日
月
四
日
間
間

V
風
工
房
鉄
工
芸
展

叩
月
初
日

ω1日
月
お
日
回

V
お
手
玉
遊
び
会

(
日
本
の
お
手
玉
の
会
主
催
)

叩
月
幻
日

ω
i
m月
白
日
出

※
展
示
時
間
叩
時
j

口
時

最
終
日
は
、
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

宮
@
1
2
8
1

月末までの

大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件数 208 200 

負傷者 261 268 

死 者 2 2 

8 

13 



10月号広報おおず '98

周

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日

時

叩

月

8
日

同

日

時

i
r
u
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

日
時
叩
月
初
日

ω
叩
時

1
5
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日

時

叩

月

H
日

制

叩

時

1
日
時

場
所
柳
沢
公
民
館

日

時

叩

月

四

日

間

四

時

i
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
@
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す。

時

間

日

時

j

U
時
、
日
時
j

m
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日

時

毎

日

の

執

務

時

間

中

場

所

大

洲

市

福

祉

事

務

所

相
談
ご
と
案
内

保健センターだより

合 24-3775

・乳幼児健康診査・

10月 6日伏) 平成10年 5月生※

10月20日ω 平成 9年 3月生

10月28日制 平成 7年 9月生

受付時間 13 ・ 00~13 : 30 

実施場所大洲市保健セ ンター

持参 品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

【
行
政
相
談
}

(
総
務
庁
)

日
時
叩
月
初
日

ω
9時
i
u
時

場

所

市

役

所

二
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
怨

@
5
6
6
0
(
政

所
)ま
た
は

8
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時
日
月
四
日
開
、
加
日

ω

日
時
j

m
時

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
隣
保
館

公
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包

@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
叩
月
日
日
附

9
時

i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O

九
包

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
h
b
h
M
~
 

{
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
叩
分
j

U
時

公
(
切
円
七
日

μ

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当+10カ月児相談.

10月9日幽 平成 9年12月生

受付時間 9 : 30~ 10 : 00 

実施場所大洲市保健セ ンター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル

14 

|休|日|急|患|診|療|
10月4日(日)村上外医院(片原町)

合 24-2262

大洲中央病院(東対州)

まま 24-4551

岡本耳医院(本町)

会 24-3752

大洲中央病院(東允州)

ft24-4551 

10月11日(日) 乳母井医院 (中村)

合 24 -3 7 5 6 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

10月18日(日)沢井耳医院(中村)

ft24-2510 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

沢井小医院(中村)

会 24-7 5 3 0 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4 5 5 1 

10月10日出

献

血

の

お

知

ら

せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実

施

日

刊

月
1
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j
M
時

四
国
電

力

日

時

却

分

j

H
時
加
分

!

ミ
ユ
ウ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

日
時
加
分
i
M
時
叩
分

実
施
日
叩
月
初
日
開

大
洲
市
役

所

叩

時

1
M
時
加
分

保

健

所

歯

科

相

談

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時
日
月
幻
日
同

日
時

1
日
時

就
学
前
の
幼
児

(
4
1
6
歳
)

対
象

-健康相談・栄養相談.

10月19日(月)

10 : 00~ 12 :00 、 13:00~15 : 00

実施場所大洲市保健セ ンター

持参品健康手帳(予約制)

.告種検診。

①成人病友ぴ肺がん・結核検診

受付時間

9:00~11:00 13:00~ 14 ・ 00

検診料熔疾検査のみ 400円

②胃友び大腸がん検診

受付時間 8:00~ 10 : 00 

検診料胃がん 900円

大腸がん 400円

10月25日(日)

歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄

養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所

g
@

3
1
6
5

内-.. 
廿検

定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【簿
記
}

試

験

日

日
月
日
日
刷

受

付

期

間

叩

月

1
日
j
日
月
四
日

{商
業
英
語
】

試

験

日

日

月

お

日

開

受

付

期

間

叩

月
8
日
i
日
月
幻
日

【
ワ
ー
プ
ロ
】

試

験

日

ロ

月

5
日
出

③婦人がん検診

受付時間 13 : 00 ~ 13 : 30 

検診料乳がん 200円

子宮がん 700円

{平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

会 24 -5 101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

日

木~日曜日

曜オく

受
付
期
間

叩

月

初

日

1
日
月
日
日

※
詳
し
い
内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
属
u@
4
1
1
ー
ま
で

市民運動会について

10月10日出の市民運動会は、平野に

あります「八幡浜 ・大洲地区総合運動

公園陸上競技場」で開催いたします。
市民の皆さんのご参加を、心よりお待

ちしていまbpp pc  〈こJ

~屯(θεt.k.'""'司!L_-

~♂。

実施場所

〈①・②・③の検診が受けられます〉

10月 1日(木) 久米公民館

10月22日(木) 市民会館

10月26日(月)・ 27日附

大洲市保健センタ ー

〈① ・②の検診が受けられます〉

10月13日(刈・ 14日同菅田連絡所

10月16日幽 南久米連絡所

※いずれも70才以上の人は無料で

す。

各種検診の申し込みをされてい

る人には「問診票Ji検査容器」を

事前にお配りしますので、必要事

項を記入のうえ、ご持参ください。
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